＜教育課程・保育課程の編成の手順＞
教育課程・保育課程

　　　　↓

その園の基本的な保育の姿勢

在園する期間の子どもたちの生活全体の見通しをもつ

1 保育者・職員が全員で編成する。

　※園長の責任の元

　全職員～保育所では栄養士や調理に携わる方～

　　　　　　

　　　　一致協力して編成

将来のある乳幼児を保育するものとしての責任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自　覚
2 法的根拠の確認をする

　　　　主な法律

　　　　　　日本国憲法

　　　　　　　　↓

　　　　　　教育基本法

　　　　　　　　↓

　　　　　　学校教育法　　　　　　児童福祉法

　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓児童福祉施設最低基準
　　　　　幼稚園教育要領　　　　保育所保育指針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

3 実態の把握をする

園の　　　　乳幼児の心身の発達に即応

独自性　　　園・地域環境の実態

○幼児の実態

　　　・園で積み重ねてきた観察記録

　　　　　　　　　　　　　　（保育日誌・個人記録）

　　　・一般的な発達の様相

　　　　　新しい乳幼児の研究資料・統計を基本

子どもたちの生活経験

　　　　　　　　　　　　　　　　　興味の傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　病気の有無

○園の実態

　　　園が設置されている環境

　　　　　　　　　　　　　　園地・園舎の状況

　　　　　　　　　　　　　　施設設備の状況

　　　　園の規模～クラスの編成
　　　　保育年限

　　　　保育者の構成・経験年数

　　　　他の職員の配置・保育との関わり

　　　※保育者は常に自分のクラスだけでなく

　　　園全体の保育に関わる状況と運営を念頭に置く


○地域の実態

　　　　地域の特徴

　　　　　　・住宅地

　　　　　　・農村地域

　　　　　　気候・自然環境

　　　　　　その地域の成り立ち

　　　　　　歴史的背景から生まれた生活の仕方・考え方・人間関係

　　　　　　　　　　＝人情・風習・習慣

　　　地域に開かれた園

　　　　　　　　　　　　　　　子どもたちの成長・発達を支える

　　　地域の方々との連携

4 保育目標の設定と保育方針の共通理解をする

　　　教育目標・保育目標～全体的目標

　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　各園の実態に合わせて　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人的・物的な条件　　　具体化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特色のある目標

保育方針

　　　・現在の保育においてもっとも大切にしなければならないのは何か

　　　・幼児らしい生活を組み立てる為にはどうしたら良いか

5 保育日程を決める

幼稚園＝一日教育時間は4時間を標準

　　　　毎学年の教育週数は39週を下ってはならない

各園の事情を踏まえて日程を決める

在園年数に応じた教育課程を編成する

保育所＝最長の保育期間は6年

　　　　一日の保育時間は8時間以上

　　　　年間の保育日数も多い


　　　たっぷりとゆとりをもち心身ともに無理なく
　　　生活経験を豊かにする保育

　　　乳児・未満児・幼児と分けて考える

　　地に足のついた発達を保障する教育課程・保育課程が必要

6 園生活への適応の状態と発達の過程を見通す

　乳幼児たちが在園する間の全体

　　　　　↓

どのような発達の過程を示していくか

園生活にどのように適応し

　先生や友だちとのかかわりはどのように展開されるか

どの期間にどのような園生活が営まれるか

　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　長期的にみ通す

　　　　　　　　　　↑

　　　　　保育目標がどのように達成されるか予測

　園生活への適応の状態・発達の過程

　　　今までの資料

　　前回編成した教育課程・保育課程

　　発達についての研究

　

　　保育雑誌

人間関係～保育者や友だちとどう関わっていくのか

一人ひとりの子どもがどう育っていくのか。

7 ねらいと内容を具体化する

幼稚園教育要領

　　　　入園してから修了までみにつけさせたい「ねらい」を総体的に

保育所保育指針

　　　　大まかな年齢をくくって「ねらい」と「内容」を示している

乳幼児の発達にふさわしい

　　　　乳児は乳児らしい生活

　　　　幼児は幼児らしい生活

　　自分の園の子どもたちにふさわしい園生活

8 小学校・家庭・地域との連携をとる

幼稚園教育要領　第3章　　参照

保育所保育指針　第11章　　参照

双方、障害のある子どもについて専門機関から助言

9 フィードバックを繰り返す
教育的環境


　　　　・小・中学校・他の幼稚園・保育所


　　　　・緊急時の為の施設


　　社会環境


　　　　・利用できる施設


　　地域の自然環境








職員同士


充分に


共通理解








